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２０１Ｘ年度内部監査計画

【基本方針】
� 事業統合後５年間で実施した国内支店・海外事業所への監査が一巡したことから、
新たに３年を目処に周期を設定、内外全拠点を網羅する監査に着手

� 拠点監査と並行して、テーマ監査や子会社監査にも資源を投入
� 「内部監査の外部品質評価」（＊）に対応することで、体制・運営両面の高度化を展望

【業務環境】
［国内］

・内需の伸び悩みと
不透明な景況感
・働き方改革の提唱等
長時間労働への風当り
［海外］

・資源価格の低迷による
ＢＲＩＣｓへの影響懸念
（特に中国景気の減速）
・米国大統領選挙
・英国国民投票
（ＥＵ離脱懸念）

【監査計画】 （期中の状況変化等により弾力的に対応）

２０１Ｘ年 ２０１Ｙ年 ２０１Ｚ年

国内 大阪・北海道 東京・九州 名古屋・東北

海外

ニューヨーク・サン

パウロ・パリ・ミラノ・
モスクワ・テヘラン・
ニューデリー・ホー
チミン・北京・大連

ロサンゼルス・シリコン
バレー・ロンドン・ラス
パルマス・ケープタウ
ン・マニラ・ジャカルタ・
シンガポール・上海・
天津

シカゴ・バンクー
バー・ベルリン・デュッ
セルドルフ・アンカラ・
香港・台北・シドニー・
オークランド

テーマ 情報セキュリティ
コンプライアンス全般
人事労務管理

システム統合
売掛与信管理

子会社
五井化成
五井エレクトロニクス

五井トレーディング
五井食品
五井エンジニアリング

（＊）内部監査の外部品質評価
米国内部監査人協会が定める国際基準への準拠性検証を主体に、５年に一度の実施が推奨されている制度



２０ＸＸ．○○．×× 起案
２０ＸＸ．○○．×× 承認 社⻑ 担当役員 監査部⻑

            月
監査対象部門

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 監査チーム

大阪支社 〇 △ Ａ
北海道支社 △ 〇 Ｂ
米国五井（ニューヨーク） 〇 △ Ｃ
南米五井（サンパウロ） 〇 △ Ｃ
欧州五井（パリ支店） 〇 △ Ａ
欧州五井（ミラノ支店） 〇 △ Ａ
欧州五井（モスクワ営業所） 〇 △ Ａ
中東五井（テヘラン出張所） 〇 △ Ｃ
五井印度（ニューデリー） 〇 △ Ｂ
豪亜五井（ホーチミン） 〇 △ Ｂ
 中华五井（北京） 〇 △ Ｃ
 中华五井（大連） 〇 △ Ｃ
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201X年度 内部監査実施計画
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○ 事業所チェックリストによる監査   △テーマ監査（情報セキュリティ）
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